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仕様書 

 

１ 業務名 

青森県観光コンテンツ戦略的プロモーション推進業務 

 

２ 業務期間 

  契約締結日から令和９年３月２６日まで 

 

３ 業務目的 

  本業務は、青森県における観光振興を目的として戦略的な話題化施策の展開により、

観光地として想起されることを目指し、併せて情報発信に係る研修を実施することで職

員の専門知識や実践スキルの向上を図るものである。 

 

４ 業務内容 

（１）観光地として想起される話題化施策の企画・実施業務 

主に閑散期における本県の観光地としての想起を高めることを目的とし、年間６回以

上の社会的インパクトのある話題化施策を企画・実施すること。なお、本事業の具体的

な実施時期及び詳細なスケジュールについては、契約締結後、双方協議の上で決定する

ものとする。 

各施策の実施にあたっては、以下の事項を含めて設計すること。 

・ターゲットとストーリーの設計：拡散のフックとなる独自の切り口やコンテンツの

選定。 

・拡散最大化のためのアプローチ：SNS（X, Instagram 等）やプレスリリース、イン

フルエンサー活用、コンサルティング、アドバイザーリー・ボード等施策特性に合

わせた最適な選択。手法は問わない。 

（２）人材育成・研修業務 

県職員の観光プロモーションにおける実践的なスキル向上を目的とした研修を企画・

実施すること。座学に留まらず、本業務で行う「話題化施策」のプロセスをケーススタ

ディとして活用するなど、即戦力となるノウハウの共有に重点を置くこと。  

・研修テーマ例： マーケティングの基礎、SNS の分析・オウンドメディアの投稿の

改善手法、メディアへのアプローチ手法等。 

（３）追加提案業務（任意） 

上記（１）（２）の成果を最大化させるために有効な、本県の観光振興に資する独自

の取組について、予算の範囲内で提案することができる。 

 

５ 成果品 

  業務完了後は、業務期間内に当課に実績報告書を提出すること。 
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６ 留意事項 

（１）業務の実施にあたっては、発注者と十分協議・連絡をとり、その指示及び監督を受

けなければならない。 

（２）仕様書に明示がない事項及び疑義が生じた場合は、発注者との調整の中で協議に 

より決定するものとする。 

 


